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緊張して人とかかわろうとしない子どもたちに、決まった友人以外の子ともかかわれるよ
うになってほしいという願いから、活動を計画します。まず、先生と子どものかかわり、次に
先生が間に入った子ども同士のかかわり、最後に先生が入らない子ども同士のかかわりができ
る場面を活動に取り入れていきます。
以下に示すのが、活動の流れです。活動を通して、二者関係から三者関係へと広げていきま

しょう

先生と子どもの二者関係

関係性を広げる手だて （例 卓球、バドミントン）
・最初は先生と二人で練習をかねてラリーを行う。

先生と子どもの複数の二者関係

他の子を先生が誘い、交代制でラリーを楽しむ。
先生対子どもで変則ダブルスを行う。

（ペアを変えながら活動する）

二者関係から三者関係へ！
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子ども同士の二者関係

先生は審判などになり、子ども同士の対戦場面を作る

子ども同士の三者関係

他の子を交えた子ども同士の対戦場面を作る
・いろんな人と対戦をする。
・審判をする。

○関係性の広がりについての考え方
活動を通して、無理なく関係を広げるような工夫が必要になってくる。以下に示すのが

関係を広めていくステップである。

１ 先生との二者関係

２ 先生が介在した複数の二者関係

３ 先生が介在した子ども同士の二者関係

４ 子ども同士の二者関係

５ 子ども同士の三者関係
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